
瀬峰町文化財調査報告書第3集

がんげつ遺跡
第2次発掘調査報告書

日召和 55年 3月

瀬 峰 町 教 育 委 員 会



がんげつ遺跡
第2次1発掘調査報告書



発 刊 の 辞
この度,瀬峰町文化財調査報告書第 3集ができた。

これは,昭和52年 2月刊行の第 1集 「がんげつ遺跡」,昭和54年 3月刊行の第 2

集「長者原Ⅱ追跡」に続くものである。

近年 ,各地において,埋蔵文化財の発掘調査が盛んになってきたが ,本町にお

いても町教育委員会が,極めて多忙の中を意欲的に取 り組んでおられ,そ の御努

力に対して心から敬意を表しているところである。

しかし,な んといっても,そ の活力となっているのは,民間の方々の深い御理

解と御協力によるものである。

この第 3集の「がんげつ遺肋」の調査も,町教育委員会独自の事業として進め

られたが ,発掘調査に当っては,日 本考古学協会員の佐藤信行先生を始め,築館

女子高校の金野先生 ,古川工業高校の三宅 ,鴇田,桜井の各先生 ,ま た宮城県教

育庁文化財保護課の諸先生等の御指導 ,御協力によるものである。勿論 ,こ の作

業に参加された多くの町民の方々の御協力も忘れることはできないし,何 よりも

地権者,佐藤司氏の深い御理解に対し,心 から感謝を申しあげるものである。

「がんげつ追跡」については ,かねてから注目されていたところであり,昭和

50年の第 1次調査のときも,貴重な遺構 ,遺物が発見されているが,昭和52年 11月

に発掘された第 2次調査にも,県内では数少ない,米 ,あ わ,ひ え等の炭化物が

発見され,こ の地方の古代史解明への重要な資料となつたとも聞いている。

こうした遺跡が,附近にはまだまだ存在していて,こ れらが上富丘陵追跡群を

形成しているが,こ れらの調査を終了するまでには,大変な時間と経費がかかる

だろう。現在約35,000ドにわたる大境山遺跡の大調査が,瀬峰町の単独事業とし

て行なわれているが,そ の報告書も,いずれそのうちに刊行されることであろう。

一つ一つの努力の積み重ねが,瀬峰町の歴史の全貌に近づいてゆくことを期待し

てやまないものである。

昭和55年 3月

瀬峰町長 加 藤 光 明



発 刊 に よ せ て

1980年代を迎え社会の変転はめまぐるしく続いています。国際情勢は予断

を許さない緊張関係が頻発 し,経済面では石油問題以来の不安を国内,及び

家庭生活内にみなぎらせています。一方, この様な状況にありながらも,薫

り高い芸術文化への志向が求められ,そ の一つとして古い時代への探究も続

けられる傾向が強まりつつあります。

わが町においても,昭和50年第 1次「がんげつ遺跡」の調査に続いて,昭

和52年第 2次「がんげつ追跡」の調査を実施しました。今回発掘調査を実施

した場所は,第 1次調査地域東方200mの地点にあり,共に相関連する遺跡

として文化財関係者の関心の的になっていたところであります。

発掘調査は地権者佐藤司氏の承諾を得て,昭和52年 11月 2日 から11月 11日

にかけて瀬峰町教育委員会 (担当 :片倉社会教育主事)が主体となって行なっ

たものであります。

調査を行なうに際してJよ ,調査の指導に当たられた諸先生方,調査協力員

の方々のご支援を頂きました。ここに衷心から敬意と感謝を申し上げます。

検出された遺構は平安時代のものと考えられ,出土遺物も多く,そ の成果

については本報告書の通り,ま ことに意義深いものと思われています。

最後にこの報告の編集にあたって種々の労をとられた,調査担当者佐藤信

行氏,調査員佐々木尚見氏,そ れに特別寄稿をお寄せ頂いた諸先生に心から

敬意を表し,本書が文化財保護のため大きく役立つことができれば幸いです。

日召和 55年 3 月

瀬峰町教育委員会教育長 手 島 正 夫



伊J

本書は宮城県栗原郡瀬峰町大里字富岩石地内の水田造成工事に伴なう発掘調査報告書であ

る。

遺 跡 名 :がんげつ遺跡 (宮城県遺肋登載番号 :46017)

所 在 地 :宮城県栗原郡瀬峰町大里字富岩石12-13(通称 :中山)

調 査 期 間 :日召和52年 11月 2日 ～11月 11日

調 査 面 積 :約 108ゴ

調 査 主 体 :瀬峰町教育委員会

調査担当者 :日 本 考 古 学 協 会 員 佐藤信行

調 査 員 :宮城県築館女子高等学校教諭 金野 正

宮城県古川工業高等学校教諭 三宅宗議

宮城県古川工業高等学校教諭 鴇田勝彦

宮城県古川工業高等学校教諭 桜井幸喜

瀬 峰 町 文 化 財保 護 委 員 佐々木尚見

調査協力員 :伊藤経四郎,小野寺松雄,加藤栄六,笹川 トミ子,佐々本誠,鈴木運作,

二上一男,二上鎮雄,若松金男,宮城県古川工業高等学校生徒 (鈴木克哉 ,

大場利光,今野太一,佐々木文彦,富久世公浩,堀田幸治,森伸次 ,

山村孝幸 )

調 査 指 導 :宮城県教育庁文化財保護課技師 丹羽  茂

地 権 者 :佐藤  司

4.各整理作業は次の諸機関,各氏の協力,参加を得て実施 した。

土 器 東北学院大学学生 主浜光朗

東北学院大学学生 赤沢靖章

口

3.

調査員

調査担当者

佐々木尚見

佐藤信行

遺構 泉市教育委員会  熊谷幹男

調査員 桜井幸喜

鉄器の保存処理   東北歴史資料館  村山斌夫

東北歴史資料館  藤沼邦彦

鉄滓の分析     東北金属工業株式会社

植物遺体      名古屋大学助教授 渡辺 誠



5。

遺跡周辺の地形淑1量 瀬峰町役場 鎌田渉男

本書の大部分の執筆は調査担当者佐藤信行が行なったが,下記の章は次の各氏が図版の作

成をも含めて執筆したものである。

Ⅱ.地理的 。歴史的環境

調査員 佐々木尚見

Ⅵ.がんげつ遺跡出土の鉄器,鉄 1宰について

調査員 鴇田勝彦

Ⅶ.がんげつ遺跡出土の炭化物について

大阪市立大学理学部教授 粉川昭平

Ⅷ.がんげつ追跡出上の炭化米等について

国分寺市文化財審議委員 佐藤敏也

本書の編集は,調査担当者佐藤信行と瀬峰町教育委員会が行なった。

参回の発掘調査をもって,がんげつ遺跡第 2次発掘調査とし,昭和50年 5月 に実施 した調

査をがんげつ遺跡第 1次発掘調査とする。
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I.調査に至る経過

がんげつ遺跡は『瀬峰町史 (全 )』 (注 1)に も掲載され,奈良時代,平安時代の遺物を出土す

る遺跡 として知 られていた。

本遺肋にrD・いて発掘調査が初めて実施されたのは昭和50年 5月 のことである。調査の結果 ,

3回の改築を伴なう竪穴住居跡 1棟 とそれに伴なう平安時代の土師器,須恵器,鉄器,鉄滓等

が発見された(注 2)。 ここに本遺跡はかなり広範囲にわたる古代集落跡であることが推定され ,

注目を集めた。

昭和52年,前述 した発掘調査地域より東方約 200mの地域が,水 田造成工事によって削平さ

れた。ところがその一部に相当数の土師器,須恵器,鉄器,炭化物,そ れに焼土が発見され ,

住居跡等遺構の存在が予想されるに至った。

このことについて連絡を受けた瀬峰町教育委員会は,遺跡の保護を前提に,関係諸機関,及

び関係者間で協議を重ねた。

その結果,当教育委員会は昭和52年度文化財保護事業として,がんげつ遺跡発掘調査を計画

し,同年11月 調査を実施 した。

注 1 瀬峰町役場 1966年『瀬峰町史 (全 )』

注 2 瀬峰町教育委員会 1977年 「がんげつ遺跡」『瀬峰町文化財調査報告書』第 1集

がんげつ遺跡

第2次発掘調査地点

第2次発掘調査地点

Ⅱ.地理的・歴史的環境

〔地理的環境〕

がんげつ遺跡は宮城県栗原郡瀬峰町大里字富岩石12-13に 所在し,東北本線瀬峰駅からは,



西北西の方向約 2 kmの位置にある。

瀬峰町を地形的に概観すると,当町北部,中央部,南部を流れる次の三本の河川によって区

分される。

瀬峰川 :瀬峰町北部藤沢地区を貫流する河川で,当町の東に位置する南方町沼崎で小山田

川と合流 し,蕪栗沼に注 ぐ。

小山田川 :瀬峰町の西に位置する高清水町を横断 し,当町中央部を流れる河川で,蕪栗沼に

注 ぐ。

萱刈川 :高清水町萱刈を通 り,瀬峰町の南に位置する田尻町との境界沿いに,当町南部を

流れる河川で,蕪栗沼に注 ぐ。

がんげつ遺跡は,上記瀬峰川と小山田川にはさまれた東西にのびる丘陵上に位置する。本丘

陵は,奥羽山脈から派生する丘陵の一つであり,高清水町を経て,当町に至る極めてなだらか

な丘陵である。ちなみに,標高は最も高い地点でも50mほ どで,遺跡の位置する地域は標高30

m前後である。

がんげつ遺跡の立地を微地形的に述べると,当町中央部を流れる小山田川北岸にある要害付

近から北にのびる小谷が,遺跡付近でY字状に分岐 している。遺跡はその前面南向きに,な だ

らかな斜面を有する広大な台地上に展開されている。今回の調査地点は,上述のY字状小谷の

分岐点の東側,南面する緩斜面が選ばれた。遺跡付近の土地利用状況 は,山林,水田,農道で

ある。

なる,昭和50年度同遺跡発掘調査地点(注 1)は ,小谷分岐点西側にあたり,今回の調査地点

西方約 200mの距離にある。

がんげつ遺跡

第 1次発掘調査地点
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〔歴史的環境〕

がんげつ遺跡の歴史的環境を述べるに際しては,便宜的に瀬峰町内から発見されている資料

(遺跡,遺構,遺物 )に限定した。また,原始時代(旧石器時代,縄文時代),古代 (弥生時代,古

墳時代,奈良 。平安時代),中世・近世という区分も便宜的なものである。

①原始時代             ^
旧石器時代

自然物の獲得経済段階に位置する旧石器時代の遺跡は,現在のところ町内からは発見されて

いない。

縄文時代

旧石器時代と同様,経済的基盤を自然物の獲得に置いていた縄文時代の遺物を出土する遺跡

は 8ヶ 所ある。代表的な遺Pralと しては,空堤遺跡 (追跡登載番号 :46014,前期 ),がんげつ遺跡

(遺跡登載番号 :46017,前期,中期 ),大鰐谷北向遺跡 (遺跡登載番号 :46013,後期 )があげられ

る。

しかし,こ れらいずれの遺跡からも小破片 しか出土せず, しかも明確な遺構 も発見されてい

ないため,具体的な様相は不明であると言わざるを得ない。

②古代

弥生時代

弥生時代は,前代までの自然物採集の経済段階から水稲栽培にその経済的基盤を移 した時代

と理解されているが,遺物が発見されている遺跡は 2ケ所 しかあげることができない。即ち,

大鰐谷南向遺跡 (注 2),大境山遺跡 (遺跡登載番号 :46040)の 2遺跡である。

大境山遺跡は,昭和54年 7月 より町教育委員会が 3万数千ポにも及ぶ全面発掘を継続 してお

り,多数の弥生土器等が出土 している。しかしながら,確実に弥生時代に属する遺構は発見さ

れていない。このことから,弥生時代の生活の実態を現段階で述べることは不可能である。

古墳時代

古墳時代は,弥生時代から受け継がれた水稲栽培等農耕による生産力が増大し,そ の結果 ,

共同体間では階級分化が促 され,支配者層が出現した時期である。

この時代の代表的な集落跡 としては大境山遺跡がある。前述のように現在発掘中であるが,

古墳時代初期の住居跡11基が検出された。これらの住居肋は丘陵の尾根 (標高34～35m)上に

のみ整然と並んで検出された。これらの住居跡に伴なって多数の上師器や土製の紡錘車,砥石

などが発見された。

古墳としては,王壇古墳 (遺跡登載番号 :46001),四 ツ壇古墳 (遺跡登載番号 :46002), 杉ノ

壇古墳 (遺跡登載番号 :46026),瀬 峰西古墳群 (遺跡登載番号 :46027),八 幡古墳群 (遺跡登載番



号 :46037),長者原古墳群 (遺跡登載番号 :46068)な どがあげられるが,いずれもその可能性が

考えられるだけで確証はない。今後の調査が期待 される。

奈良・平安時代

奈良・平安時代になると,この地域も古墳時代以来の地域的支配者に代わって,律令制度に基

づいた政治体制下に組み入れられ,収奪を目的とした国家の直接的支配を受けることとなった。

この時代の遺跡は急激に数を増す。

集落跡として代表的な遺跡としては,今回の調査対象遺跡である,がんげつ遺跡,長者原Ⅱ

遺跡 (追跡登載番号 :46038)(注 3),大境山遺跡があげられる。

これらの遺跡からはいずれも発掘調査により,奈良・平安時代の住居跡が多数検出されてお

り,こ の時期の居住の場がなだらかな丘陵上にあったことを示 している。

このように,多数の住居跡や多種にわたる豊富な追物が発見される背景としては,前代と比

較 して,そ の人口を支える飛躍的な生産力の発展があったものと考えられる。しかし,現在の

ところ生産に関係する遺跡 (水田 。畑地などの農耕地跡,工房跡,窯跡など)は知 られていな

い。

③中世・近世

中世。近世の追跡としては館跡や経塚,遺物としては板碑などがある。

館跡としては,桝形館跡 (遺跡登載番号 :46005),藤沢館跡 (遺跡登載番号 :46006)な ど 9ケ

所が知 られている。これらの各館は,いずれもそれに開する記録は知 られておらず,ま た詳細

な測量図もないため,考察は差 し控える。ただし,最近,藤沢館跡に関 して踏査および簡単な

測量図作成を行なった結果,井戸跡が存在することが半J明 した。井戸跡にはこの時期の多数の

遺物が包含 されていると予想され,発掘調査の実施によっては, 日常生活用具などの面に関 し

てある程度まで解明されるものと考えられる。経塚と考えられる遺跡 としては,経壇遺跡 (遺

跡登載番号 :46008),が あげられるが,確実なものかどうか不明である。

遺物としては,多数の板碑 (注 4)が発見されている。貴重な中世文書というべきものである

にもかかわらず,そ の確実な数の把握,散逸の状況 , リス トの整備 ,そ れに伴なう遺構,遺物

の検討など手つかずの状況 にあるので,今後の調査の成果に期待するしかない。

注 1 瀬峰町教育委員会 1977年 「がんげつ遺跡」『瀬峰町文化財調査報告書』第 1集

注 2 宮城県教育委員会 1972年 「東北新幹線関係遺跡分布調査報告書」『宮城県文化財調査報告書』

第27集

注 3 瀬峰町教育委員会 1979年「長者原Ⅱ遺跡」『瀬峰町文化財調査報告書』第 2集

注 4 瀬峰町役場 1966年 『瀬峰町史 (全 )』
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Ⅲ.調査の方法と経過

〔調査の方法〕

がんげつ遺跡発掘調査はグリッド方式を採用 した。グリッドは 3m四方とした。グリッドの

設定は,今回の調査の契機となった多量の遺物と炭化物を出土する地点をA-1グ リッドとし

て,そ れに北東の方向に伸びる 5グ リッド(A-2グ リッド～A-6グ リッドと呼称する。)を加

えた。またA-1グ リッドからA-6グ リッドの東隣 りには,B-1グ リッド～B-6グ リッド

を設定 した。このように,調査は上記の12グ リッド内について実施 したものである。

遺構 と出土遺物の図面作成には,遣 り方測量を,遺跡周辺の地形図作成には平板測量を用い

た。

土色については『新版標準土色帳』(注 1)を判定規準とし,土性に関しては国際土壌学会 法

による粒径区分を参照 した。

〔調査の経過〕

11月 2日 (水 )月 雨ヽのち晴れ

8時調査参加者,瀬峰町公民館に集合。 8時40分,発掘現場に到着 し,打ち合せの後,た

だちに作業開始。

表土除去作業を行ない,16B寺 30分頃までに全区第 2層 上面まで掘 り下げた。

11月 3日 (木)晴れ



A-1,A-2グ リッドを中心に追構確認作業を進めた。その結果, 2基の竪穴住居跡 (第

1号住居跡,第 3号住居跡)が重複 して検出された。切 り合いから,第 3号住居跡廃絶後 ,

第 1号住居跡が構築されたことが認められた。

午後から第 1号住居跡の精査に取 りかかり,堆積土から炭化物が多量に採取 された。

11月 4日 (金 )く もり

第 1号住居跡の北西コーナーを追求するため,発掘面積の拡張を実施 した。A′ -1,A/

-2グ リッドと称する。その結果,コ ーナーの一部が検出され住居内堆積土から多量の土器

と炭化物が出土 した。

午後から第 3号住居跡の精査を行なったところ,少量の土器が出土 した。

A-6,B-5,B-6グ リッドを中心にピットが多数検出された。

11月 5日 (土)晴れ

第 2号住居跡の遺構確認作業の結果,北東,及 び南西コーナーが検出された。これから推

定すると,本住居跡は一辺 7m前後のかなり大きな竪穴住居跡になるらしい。精査の結果 ,

土師器が多数出上 した。

午後から,前述のピット群の精査を実施 した。その結果,こ れらの組み合せから掘立柱建

物跡の存在が推定されるに至った。

第 1号 ,第 3号住居跡の図面作業が終了した。

11周 6日 (日 )晴れ

午前中,第 2号住居跡とピット群の実測を行なった。

午後からピット群のダメ押 しを実施 した。その結果,A-3グ リッドより小竪穴遺構 (第

2号小竪穴遺構 )が検出されたため,た だちに精査を行なった。

一方,第 1号 ,第 3号住居跡ダ

メ押 し作業中,A-2グ リッドに

て小竪穴遺構 (第 1号小竪穴遺構 )

が検出され,精査を実施 した。

なお,本 国をもって今回の発掘

調査は終了する予定であったが,

かなりの作業量を残 してしまった

ため,そ れを11月 9日 以降に行な

うこととした。

11周 9日 (水)晴れ

午前にて第 2号小竪穴遺構の図
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面作業が完了した。

午後から第 1号小竪穴遺構の

図面作成に取 りかかった。

11月 10日 (木)雨のちくもり

第 1号小竪穴遺構の図面を完

成させた後,発掘調査実施地域

の全体写真撮影を行なった。

11月 11甲 (金 )暗れ

教育委員会,及 び公民館関係

のメンバーが中心となり,現場

の撤去作業を行ない,すべての

調査 ,及 び作業はこれで終了し

た。

注 1 小山正忠,竹原秀雄

1967年『新版標準土色帳』

第 1号住居跡鉄器出土状況

Ⅳ.基本層序

遺跡の基本層序は 4層 に区分される。

A-1グ リッドからA-3グ リッドにかけては,昭和51年に行なわれた開田工事によって削
平されていたが,ほかの各グリッドにおいては基本層序を確認することができた。

(第 1層 ) 表土で,草木根を多く合む。層厚20～40cm程の黒褐色(10Y R%)シ ルト層で,
土師器,須恵器の小破片を僅かに合んでいる。

(第 2層 ) 第 1層 と比較すると固い。層厚 6～ 10cm程 と薄いもので,暗褐色(10 YR%)シ
ルト層である。遺物は第 1層 よりも大きい土師器,須恵器破片を含む。

(第 3層 ) ゃゃ固い褐色(10 YR%)シ ルト層である。層厚は 2～ 7 cm位 の非常に薄い層で

下部になるにつれて漸移的に地山に近くなる。

(第 4層〉 固く,粘性の強い明黄褐色(10 RY%)砂質粘土層で,本遺跡の地山と考えられ

第 1号住居跡発掘風景

る。



V。 発見された

遺構と遺物

発掘区域内から竪穴住居跡 3軒 ,

掘立柱建物跡 1棟,小竪穴遺構 2

基 , ピット10個が検出された。こ

れらの遺構に伴って土師器,須恵

器,鉄器,鉄滓,植物遺存体等が

発見された。

1.竪穴住居跡

〔第1号住居跡〕

遺構の確認 A-1。 1'。 2・ 2/

区の地山面と第 1小竪穴遺構堆積

土上面で確認された。

遺構の重複 第 1小竪穴遺構 。第

3号住居跡と重複する。本住居跡

はこれらを切っている。

平面形・規模 平面形は方形を基

調としたものである。北壁と南壁

の間は3.86mに達する。

堆積土 住底内の堆積土は一層で

ある。焼土・炭化物を多量に合む

暗褐色のシルト層から成る。

床面 地山と第 1小竪穴遺構堆積

土を床とする。ほぼ平坦である。

壁 残存部分は少ない。床面から

確認面までの高さは最高部で10cm

に達する。

同溝 北壁沿い,東側に一部分認

められた。幅は10～ 22cm,床面か

ら最も深い部分で 7 cmと浅い。断
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第 2号小竪穴遺構
土   色 土 性 備 考

1 黒褐色 75YR% 砂質シルト 粘性あり
2 褐 色 1∝ R % 砂質シルト 粘性あり
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第11引.動

基 4層

第10図 第1号小竪穴遺構

第 1号小塞穴遺構

土 色 主 性 借 考
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面形はU字形を呈す。

柱穴 床面から4個 のピットが確認された。規膜・深さ。配置等に規則性がなく遺構に伴 う柱

穴を明らかにすることはできなかった。

カマ ド 本体・煙道等は検出されなかったが,床面の南東隅に焼面が遺存する。カマ ドの燃焼

部である可能性がある。

貯蔵穴状ピット 南東隅に位置する。平面形は65× 75cmの方形を呈す。深さは20cmで ある。

炭化米出土状況 床面の 2ケ 所から出土 した。スクリントーンを付 した部分では,本遺跡から

出土 した炭化米のうち 7～ 8割の量が出土 している。遺存状態の良いものである。またP2 の

上面からもブロック状にまとまって発見されている。

出土土器

実測図番号 写真番号 種 別 器 種 出土状況 体部外面 底部外面 内   面 備 考

第 5図 1 土師器 邦 床面 ロクロ調整 ミガキ→黒色処理

第 5図 2 第 6図版 4 土師器 邦 床面 ロクロ調整 回転沐切 I ロクロ調整 加熱が原因と考えられる脆弱化が著しヽ

第5図 3 土師器 郭 床面 ロクロ調整 ミガキ→黒色処理

第5図 4 土師器 甕 床面 不明 ハケメ→ヨョナデ 体部外面の磨滅が著し,

第5図 5 土師器 甕 床面 不明 不明 内外面の磨減力漕 しい

第 5図 第 1号住居跡出土土器



〔第2号住居跡〕

遺構の確認 B-1・ 2/-3区の地山面で確認された。東半の大部分が発掘区域外にのびて ヤヽ

る。

遺構の重複 他の遺構 との重複はなかった。

平面形・規模 未調査の部分が多いが,平面形は隅丸方形と判断される。規模は,北壁と南壁
の間で6.90mに達する。

堆積±  3層認められた。第 1層 は柔らかい掲色シル ト層であり,層厚は14～ 18cmで ある。第
2層 は明褐灰色粘土質砂土で,層厚は 6～ 10cmで ある。第 3層 は褐色砂質シル トで,床面全域

を覆っている。

床面 地山を床とする。平坦で硬 くしまっている。

壁 立ち上 りは全体的に急角度であり,床面からの高さは30～ 45cmに達する。

同溝 発掘区域内では全周する。幅は30～ 40cm,深 さは15～ 25cmで ある。断面形はU字形を呈

す。堆積土は, 3層認められた。

柱穴 床面から3個のピットが検出された。規模 。深さ。配置等に規則性がなく遺構 に伴 う柱
穴を明らかにすることができなかった。

カマ ド 西壁の中央部に位置する。燃焼部底面 。煙道から成 り本体は既に失われている。燃焼
部の底面は80× 90cmの範囲にわたって火熱によって赤変している。煙道は長さ1.35m,幅 40cmの

規模である。先端には直径38cm,深 さ30cmの煙出しピットを伴 う。床面との間には約20cmの段

差を伴 う。

出土土器

靱 1図番号 写真番号 種 別 器 種 日土】斌 体 部 外 面 Fk部 外 面 内 面 備
=

第6図 1 土 師 器 銀 ± 3層 ロクロ調整 ロクロ調整→ミガキ‐異色処理

第6図 2 土 師 器 部 箇貫土 層 ロクロ調整 ミガキ→採色処理

第6図 3 土 師 器 斜貰■1層 ロクロ調整 回転糸切り ミガキ→黒色処理

弟6図 4 土 師 器 ヨ台郭 堆積土ユ層 ロクロ調整 ロクロ調整 ミガキ→黒色処理

第6図 5 土 師 器 苛台耶 踏貫± 1層 ロクロ調整 コ1転糸切り→ロクロ調整 不明 勺面の磨滅力岩 し

第6図 6 土 師 器 鉢 崎責± 1層 ケズリ ケズリ ミガキー求色処理

嘉6図 7 第7凶版 2 土 師 器 嬰 堆模±1層 ヨコナデ→ケズリ 渇脱→ヨコナデ

第6図 8 土 師 器 甕 堆積± 1個 ヨコナデ→ケズリ ケヽメ→ヨコナデ

第6図 9 土師 器 獲 堆積±1層 ヨコナデ→ケズリ ヶ々響コ→ヨコナデ

第6図10 第7岡版 7 土師 器 甕 堆積± 1層 ヨコナデ→ケズリ

～
ヶ努コ
‐ヨコナデ

第6図 1] 第7図版 J 土師 器 甕 堆積± 1層 ヨコナデ→ケズリ ハケメ→ヨコすデ

第 6図 12 嘉7図版 4 土師 器 妻 堆積±2層 ロクロ調整→ケズリ ロクロ調整

第6図13 常7図版 8 土 師 器 蜜 町賞■3層 ケズリ ケズリ ハケメ

第6図 14 宅7図版 9 買恵 器 甕 鰈 ± 2層 ロクロ調整 ロクロ調整

帥 胸器 碗 鰈 ± 3層 ロクロjrq整す胞仙 ロクロ調ど密→サυ榊
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第 6図 第 2号住居跡出土土器



〔第3号住居跡〕

遺構の確認 A-2・ 2′ ・3区の地山面と第 1号小竪穴遺構堆積土上面で確認された。

遺構の重複 第 1号小竪穴遺構・第 1号住居跡と重複する。本住居跡は第 1号住居跡によって

切られ,第 1号小竪穴遺構を切って構築されている。

平面形・規模 第 1号住居跡と重複し,ま た発掘区域外にのびているが,検出された部分での

平面形は方形を基調としたものである。規膜は不明である。

堆積土 堆積土は 2層認められた。第 1層 は褐色シルト層で,第 2層 はにぶい責橙色シルト層

である。いずれも薄く堆積 している。

床面 地山と第 1号小竪穴遺構堆積土上面を床とする。僅かに凹凸が認められる。
壁 床面から確認面までの高さは 5～ 7 cmである。周溝下端部からの立ち上りは比較的緩やか

である。

周溝 検出された部分ではほぼ全周する。幅13～ 25cm,床面からの深さは 6～ 1 3cmである。断

面形はU字型である。

柱穴・カマ ド 共に検出されなかった。

出土土器

実測図番号 写真番号 種 房1 器 種 出土状況 体 部 外 面 底 部 外 面 内   面 備 考

第7図 1 土 師 器 獲 周濤 ヨコナデ→ケズリ ヨヨナデ→ヘラナデ

縁釉陶器 碗 堆積±2層 ロクロ調整■施釉 ロクロ調整→施釉 摯密ほ評駄津婁鳥漁
5Y,%),

2.第 1号掘立桂建物跡

A-5・ 6, B-5・ 6区の地山面で確認された。本

遺構を構成するピットは,P3, 9,■ ,12,13で あり,

いずれも柱痕跡を伴う。間尺は2.28～ 2.52mの間である。

土師器を出土したビットがあるが造られた年代は明らか

でない。

3.小 竪穴遺構

〔第 1号小竪穴遺構〕

遺構の確認 A-2・ 2′
。3区の地山面で確認された。

遺構の重複 第 1・ 第 3号住居跡によって切られている。

平面形 。規模 平面形は,2.30× 3.10mの長円形を呈す。

♀.I I I〒 I11 10評

第7図 第3号住居跡出土土器
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深さは84cmに達する。



〔第2号小竪穴遺構〕

遺構の確認 A-3,B-3区 の地山面で確認された。

遺構の重複 他の遺構との重複はない。

平面形・規模 平面形は,0.85× 1.22mの長円形である。深さは54cmに達する。
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第 8図 第 1号掘立柱建物跡,ビット群

4.ピ ッ ト群
10個検出された。これらは基本層序 2層 あるいは地山面で確認された。柱痕を伴 うものがあ

るが配置に規則性がなく掘立柱建物跡に伴うか否か定かでない。
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第9図 各ピット出土土器



各ピット出土土器

実測図番号 写真番号 種 別 器 種 出 土 状 況 体 部 外 面 底 部 外 面 内 面 備 考

第9図 1 土吉市器 lrN ピット6 ロクロ調整 疏 糸切り ロクロ調整

第9図 2 土師器 高台
j7N ピノト6 ロクロ調整 ヘラナデ→ロクロ調整 不明 内面の磨滅ん渚 しt

第9図 3 第 6図版 8 土師器 郷 ピット7 ロクロ調整 回転糸切り ミガキ→黒色処理

第9図 4 第 6図版H 土師碁 高台FTN ピット7 ロクロ調整 回転糸切り ミガキ→黒色処理

第9図 5 第 6図版12 土師器 耳 皿 ピット7 ロクロ調整 ロクロ調整 ロクロ調整■ミガキ翠 色鯉

第9図 6 第 6図版 7 土師器 豚 ビット8 ロクロ調整 回転糸切り ミガキ‐黒色処理

第 9図 7 第7図版 3 ■師器 甕 ビット8 ヨヨナデ→ケズリ

第9図 8 第7図版 5 土師器 瓢 ビット11 ヶヽメ→ョコナデ

5             10cm
イ  I  +   1  1  1  1  1  ,  1

苺,

第 11図  A6グ リッド出土土器
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2                                    10

1

第12図 各グリッド出土土器



A-6グ リッド出土土器
実測図番号 写真番号 種 別 器 種 出 土 状 況 体 部 外 面 底 部 外 面 内 面 備   考

第11図 1 第6図版 3 土師器 A-6グリッド3層 ロクロ調整 回転糸切り ミガキ→黒色処理

第11図 2 第 6図版 9 土師器 A-6グリッド3層 ロクロ調整 回転糸切り ロクロ調整■ミガキ求 色鯉

第11図 3 第6図版 6 土師器 A6グ リッド3層 ロクロ調整 回転糸切り ミガキ→黒色処理

第11図 4 第 6図版10 土師碁 高台ITN A-6グ リンド3層 ロクロ調整 回転糸切り ミガキ→黒色処理

第11図 5 第7図版 6 土師器 獲 A-6グ リッド3唇 ハケメ→ヨコナデ

各グリッド出土土器

実測図番号 写真番号 種 別 器 種 出 土 状 況 体 部 外 面 底 郡 外 面 内    面 備   考

第12図 1 第6図版 1 土1市器 郭 8 6グ リッド3層 ナデ 黒色処理 内面の暦滅力渚 し,

第12図 2 第6図版 5 土E市器 郭 86グ ンド3層 ロクロ調整 ケズリ ミガキ環 色埋

第12図 3 土有市器 郭 A6グリッド2層 ロクロ調整 ロクロ調整→ミガキ→黒色処理

第12図 4 土吉市器 郭 8 6グ リッド2層 ロクロ調整 ミガキ→黒色処理

第12図 5 土R市器 郭 A6グ リッド2層 ロクロ調整 回転糸切り ロクロ調整→ミガキ→黒色処理

第12図 6 土宮市器 郭 B-6グ ド2層 ロクロ調整 回転糸切り ミガキ→黒色処理

わ男 2図 7 第 6図版 2 土宮市器 邦 A6グ リッド1層 ロクロ調整 回転糸切り 不明 内面の磨滅力渚 しt

第12図 8 土吉市器 郭 B6グ リッド2層 ロクロ調整 回転糸切り ミガキ→黒色処理

れ弟 2図 9 土:市碁 郭 B2グ リッド3層 ロクロ調整 回転糸切り ミガキ→黒色処理

第12図 10 土畠師器 高台tTN 表採 ロクロ調整

傷再12擾]11 土Я市器 高台ITN B-5グ リッド2層 ロクロ調整 ミガキ ミガキ■黒色処理

第 2図12 土吉師器 碗 A-6グ リッド1層
ロタロ調整―ミカキ→

ミガキ→黒色処理

第12図 13 土師器 甕 A-6グ リッド1層 ハケメ→ヨコナデ

第12図 14 土師器 甕 A6グ リッド1層 ヨコナデ ヨコナデ→ヘラナデ

第12図 15 土宮市器 甕 表採 ヨコナデ→ケズリ

第12図 16 土宮市器 甕 A-6グ リッド1層 ロクロ調整 ロクロ調整

第12図 17 土台市器 警 B6グ リッド2層 ケズリ ケズリ ハケメ→ヘラナデ

第12図 18 第7図版10 須恵器 獲
A-6グリ ノド 3層
B-6グリ ノド2層 叩き目

→ヨコナデ アテロ→ヨコナデ

Ⅳ。がんげつ遺跡出上の鉄器,鉄滓について

〔鉄製品〕

第 1号住居跡の床面から刀子 2,棒状鉄片 3と 紡錘車および糸巻棒が各 1出土 した。

刀子(第 13図1,2, 第 8図版 1.2)

刀子 1は比較的原形をとどめており,柄 と思われる木質部分がよく残っている。先端部は丸

味があり,は じめ折損部かと思われたが,切先であった。刃部は平棟造 りで,わずかな反 りが

見られ,薄 く短いのが特徴である。柄部からわずかに見られる茎から推定すると,刃区が深 く

棟区はほとんど認められない。鍛造法が丸鍛えなのか折返 し鍛えなのかは不明である。現長

10.8cm,刃 幅 1.4～ 1.8cm,棟 幅0.2cm。



刀子 2は刃先から4.3cm残 して折損している。平棟造 りで,遺存部からは反りは見られない。

折損部の断面に鍛接面が認められ,折り返し鍛えで製作されたものと推定 される。現長 4.3cnL 刃幅

1.4cm9棟幅 0.2c鴫

棒状鉄片(第 13図 3～ 5,第 8図版 3～ 5)

断面 0.4cm角 の棒状破片は,鉄鏃の茎部分と思われるが,鉄釘あるいは糸巻棒の破片かも知

れない。うち 2点 に曲げが見られるが,そ の曲り具合から,鍛鉄の中でも炭素含有量の少ない

(0.2%C前後 )素材からの鍛造品と推定される。

紡錘車 。糸巻棒 (第 13図6,7, 第 8図版6,7)

紡錘車 (紡錘 )は ,細長い棒 (糸巻棒 )に通 して,あ らかじめ細 くつないで VD・いた繊維 に回転を

利用 して撚 りをかける道具である。土製品が多く,鉄製品は県内では奈良時代以降の遺跡から

出土 している。製品は遺存部がわずかであったが,糸巻棒が挿入されたまま銹化 して付着 して

いた。直径 5。 4cm,肉厚 0.3cmの鍛製品である。真中の穴径はふさがっており不明だが,0.4 cll

前後であろう。

糸巻棒は紡錘車に付着 している長さ2.Ocmの 部分と,現長 18.6cmの ものとがあり,出土状況

から見て一体品と思われる。O.4～ 0.5cm角 のやや中太 りの鍛製品で,よ く鍛えられている。

鉄滓 (第 8図版8,9)

発掘区内より鉱滓 2個 が出土 した。GN-1(最 大長さ67釦,重 さ1109),GN-2(同 5.8cm,

1229)と もにその表面は鉄の酸化物を思わせる赤褐色をしている。図版は保存処理後のもので

コークス状の黒褐色を呈す。破面はいくつかの気孔があるが緻密部分が多い。粘土や炭のかみ

こみも見られ,比較的なめらかな飴状の製錬滓とは異なる感 じがする。還元鉄を精錬加工する

際に発生する鍛冶滓と思われるが断定はできない。

このうち,GN-1に ついて自然科学的検討を試みた。よく洗浄 して乾燥させた後, 2っ に

切断 し,片方を顕微鏡観察試料にし,残 りを成分分析およびx線回折の試料に供 した。その結

果は表 1,表 2,表 3,第 9図版に示 した通 りである。

鉄滓の成分

鉄 (Fe),け ぃ素(Si),チ タン(Ti)が主成分と考えられ,銅 (Cu)は辛 うじて認められる程

度 であり,分光分析の結果からはがんげつ遺跡出土の鍛冶滓と類似 しているといってよい。

化学分析の結果,全鉄量(T.Fe)は 51.31%と 高く,そ のうち酸化第 1鉄 (FeO)40.53%,酸

化第 2鉄 (Fe304)28.27%で あった。造滓成分(Si02+A1203+CaOttMsO)は 19・ 26%と T.Fe

の 37.5%にすぎず, 鍛冶洋に類似 した値を示 している。 ところが, 二酸化チタン(Ti02)が
9.02%と 高く,地域差があるとはいえ,鍛冶津と断定するには問題がある。



また,Ti02の量やバナジウム(V),Cuの 合有量から,原鉱は赤日系の砂鉄であると推定さ

れる。

鉄滓の鉱物組織

顕微鏡写真でわかるように,同一試料でも検鏡部分によってその様相が異なる。上方部 (a,

b)で は,淡灰色長柱状結晶のフェアライ ト(Fayalite:2FeO・ Si02)を地に,白色粒状のウスタ

イ ト(Wus� te i FeO)が イまぼ均―に分布しているのが見られる。下方(e,f)に ゆくに従い多角形

状結晶のマグネタイ ト(Magnedte i Fe304)が 認められ,黒色を示すガラス質も多くなってくる

のがわかる。

化学分析に示される元素や酸化物がどのような形状で鉄津を構成 しているかを調べる粉末 x

線回折の結果,最 も強 く検出されたのはフェアライ ト(2FeO oSi02)で あつた。ついでウスタイ

ト(FeO)が強 く,マ グネタイト(Fe304)は意外と少なかった。Tiは TiOの 形で,MnはMnOの

形で存在 し,ゲーサイ ト(goethhe i Fe203・ H20)は認められず,金属鉄 (M・ Fe)は 痕跡程度で

あった。

以上の検鏡および x線回折から,GN-1は 鍛冶滓か古代の製錬滓と思われる。

まとめ

1)GN-1の 原鉱は赤目系砂鉄である。

2)GN-1が 鍛冶滓か製錬滓かは,Ti02が高いことから判断できかねる。

表-1 鉄滓の定性分光分析表 (東北金属工業欄・分析室)

,式   卜} Mn Cu Cr W MO Ni CO V Al Fe Ti Mg Pb Sn Ca Na 備 考

GN-1 伴 + t t t t + 半 冊 ‖十・ lr + t がんげつ追跡第 2次調査

参

考

値

G A 冊 十・ t t t t t 十 ‖ 冊 冊 十 十 十

がんげっ遺rl第 1次調査
(搬冶洋)

B 冊 十 t t t t t 十 十 lll ‖ 十 t t 十・ 十

C llll
―卜・ t t t t t 十 ‖ 冊 HI + l「 十

記号 1
2

3

4

Ⅷ

＝

＝

＋

スヘクトル線最Ja(主体元素)
スペクトル線頑強( ″ )
スペクトル線強 (小 壁元索)
スヘクトル線鮮 |サ I(微 !と元索 )

5 + スペクトル線弱い(微 と元素)
6 Trace スペクトル線辛うじて認め得る(微 址元素)
7 - スペクトル線認め母ない
8  ・ 上位記テチ元索との中間値

表-2 鉄滓の化学分析結果 (束北金属工業曲・分析室)

式 1半 T,FI Fe20 F S101 Cu S C V P C 備  考

GN-1 405 141〔 144 011 0081

参

考

値

G ・A 521 151 0234 684 がんげつ選」小第 1次

調査

(鍛イ台ィ学)G ・C 1064 072 0117 0

N-25B 111 558 007( ィイイ崎 11,連 J小
(桝 形
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Ⅶ.がんげつ遺跡出上の炭化物について

宮城県栗原郡瀬峰町大里字富,がんげつ遺跡 (第 2次発掘調査 )第 1号住居跡床面よ.り 出土 し

た植物の種子類を,名 古屋大学助教授渡辺誠氏の御好意によって調査させて項いた。その予察

的な結果は次のようであつた。

試料は発掘後の洗浄によって合計85缶 (35mmフ ィルム・ケースを試料缶とした)得 られた。そ

のうち29缶が筆者の手許に届けられ,分析資料とした。全て焼けて炭化 したものである。

試料3.― 多数の遊離 したヒエ ? の粒で脱穀されたものとみえる。

試料4.― ヒエ ? 4個 。イネ(炭化米),多数。シソ ? 1個 。ナラ属 (Quercus)(い わゆるドン

グリ)の冬芽, 1個 ,こ れのみは本炭化 しておらず,後世のものの混入かもしれない。

試料5.― ヒエ ? 多数の小粒。

試料6.一試料 5と 同 じ。

試料 23.― ヒエ ? 多数。イネ,半分に割れたもの 1個。シソ ? 5個 。小材片 2個。

試料25.― ヒエ ? 多数。

試料26.― アズキ ? かとみえる子葉 (半分)8個。小材片 1個。

試料39.― ヒエ ? 材片及び不明の小種子少量。

試料41.一保存の悪いイネ(炭化米 )。 数個のアズキ ?(小形 )も あり。

試料 48。一ァズキ ? の一枚の子葉,7.3× 3.5mmの 大 きさのもの。

試料49.―イネ 2個。マクワウリの類 1個。小材片 1個。他は不明。

試料53.―イネ 7個 ,ふ くらんでひどく変形 している。ヒエ ? 3イ固。タデ類(polygonum)1個 ,

3角 のもの。

試料59.― トチノキの種子 3片。一見クリに見えるが,大 きな幼根のあとあり。

試料62.― マメ科のもの 3個。マクワウリの類 (Cucums)1個 , こわれている。

試料63.― アズキ ? 子葉の一枚と,そ の破片がそれぞれ 1個。

試料64.― アズキ ? の子葉,完全なもの 2個 , 1枚 の子葉 1個。店点の部分が大きく濤状にく

ばむ。大きさは 5.5× 3.加 m。

試料65.― ムギ類 1個。小材片 2個。

試料 66.― イネ多数,ふ くらみ特徴が不明瞭になっている。マメ類,小形のもの 3個 , 3× 2 mm

程度の大きさあり。

試料67.― アサの種子 4個。他の 1個 は不明。

試料70.一 ヒエ ? 多数。まれに,イ ネ,ア カザの類 (あ るいはヒエの類か ?)あ り。他に不明の

ものあり。



試料 71.― クリの子葉破片 5個。幼根や胚軸の部分は残っていない。

試料72.― ムギ類 ? 3個 。他はイネ,ご く少量の穎 (概がら)も 残存 している。

試料73.― アズキ17個。

試料74.― アズキ20個。ナラ属の子葉 1個。ムギ類 3個。イネ 1個。本片 7個。他は不明。

試料75.― トチノキの子葉 7個。本片 1個。

試料76.― イネ科の果実,細長 く, 5× 1.8mmの大きさあり。今のところ何か不明。マクワウリの

類の種子 3個 ,6.5× 3 mm,焼 けたためか,ややふくらんで厚 くなっている。

試料77.― ムギ類 8個。

試料78.― アズキ ? 子葉 3個。イネ 4個 ,ふ くらんでいる。

試料79.― ナラ属の子葉半分。あとはクリが多い。果皮も少 しあり,小形で幅17mm程度。

以上まとめると,ヒ エ ?(一部に,ア ワ,キ ビがあるかもしれない)。 イネ(炭化米 )。 ムギの

類・アズキ(緑豆をも含む),あ るいは類似のマメ・アサ・マクワウリの類・シソ ? などの栽

培品が多く,ク リ・ トチノキ・ナラ属などは採集品かと思われる。試料76の不明のイネ科のも

のや,試料70の アカザ科 (あ るいはヒエ科 )の ものなどは偶然の混入によるものであろうか。

明瞭な栽培穀物などに混って, トチノキや ドングリ類が出てくることは,縄文時代よリアク

ヌキ技術 (注 1)が平安時代にも連続 していることを示 している。

(本論は特定研究『植物性遺物による古代人の生活と環境についての研究について』の成果

の一部である。)

注 1 渡辺誠 1979年 「古代遺跡出上のトチの実」『日本古代学論集』

Ⅷ.がんげつ遺跡出上の炭化米等について

〔米粒の概観〕

がんげつ追跡 (第 2次調査 )第 1号住居跡床面から出土 した米粒は,洗浄作業完了状態で筆者

の手許に届けられた。試料は 4缶 (蒟mフ ィルム・ケースを試料缶とした)で , いずれも焼けて

炭化 しており,全体的に焼け太 りのはなはだしいものが多かった。

送付 されたものは,試料 1,試料 2,試料 7,試料 8,そ の他に本調査の調査員である佐々

本尚見氏が 3試料 (試料 9,試料10,試料 11)を 計測 し,そ の成果表も届けられた。

試料 l A-1′ グリッド出土のもので,約 5グ ラム,829粒であるが,そ のなかから正常形を保

っているもの 629粒 を分離 し,そ の 30%,193粒 を抽出計測 した。全部水洗いされており, 外

容の比較的整ったものが多い。粒は太 くまるい。



試料 2 A-1/グ リッドからブロック状に採取されたもので,約 5.3グラム,908粒である。損

傷米 213粒 を除き695粒中から,そ の15%,102粒 を抽出計測した。水洗いしたもので,こ の粒

群も外容は整っていて太 くまるい。

試料 7 A-2グ リッド出上のもので ,

638粒 を選別 し,100粒 を抽出計測 した。

試料 8 A-1グ リッド出上のもので ,

試料 9 A-2グ リッド出土のもので ,

試料10 A-2/グ リッド出土のもので ,

試料1l A-2グ リッド出土のもので ,

表-4 米  粒 の

邁::武料 9,試料10,試料Hは佐々木尚兄氏計測のものを筆者が整表したもので,そ れには,焼け太りの部分も含め
てII‖ 測してある。

上表に示すように,粒長の最長 5 6Chm(試料 1),最短 3.50mm(試料 7),平均 4.59 mm～ 4.31

mmの 変異幅を有するものである。粒幅では 3.60mm～ 2.20mL平 均で 3.00mm-2.81mmである。

一般に粒形を表わすのに粒長/粒幅を用い,そ の大きさを表わすのに粒長×粒幅を使用 してい

るので,計淑Jし た全粒について,表-5お よび表-6-1, 2に 整理すると,粒形では短粒 (粒

長/幅比 1.4～ 2.0未満 )に属するものが468粒 ,530粒中の88.30%を 示す。長幅比 2.0以上のも

の 4粒で,0,76%,1.4未満の円粒が58粒で,10。 94%で ある。大きさでは粒長幅積 16.00mm以

上の粒が19粒で,358%,8.00mm未満が 1粒 (試料 7,No70)で あった。残余の 510粒 は96.23

%減よヽ粒の粒である。したがって,こ の住居跡出土の米粒は,短粒小つぶの日本型を示す粒が

圧倒的に多いことを示 しているが,長幅比 2.00(表 6-1)以 上 4粒中 (試料 7)の 1粒 , 第12

図版21に見られる形態が,長粒稲の穎果と思われるものが含まれている。他の 3粒はいずれも

約 5グ ラム,999粒の中から285粒の損傷粒を除き,

108粒中より60粒 を抽出計測 した。

40粒 を抽出計淑1し た。

20粒 を抽出計測 した。

20粒 を抽出計測 した。

態形

洪 粒数

粒 長 粒  幅 粒  厚 粒 長 粒 幅 比 位長粒幅槙

最 大 最小
均

ｓ＋
一

平

ｍ
最大 最小 平均 最大 最小 平均 最大 最小

半  ナ匂
最大 最小 平均

試 FI] 459± 029 158± 012 1337

i式 |←12 5 20 457± 030 230 131 156± 012 1617 999

試 料 8 5 25 3 80 446± 027 153± OH

,式 |+7 3 50 431± 032 154± 017 1568 9 24 1208

試 l19
1斜

510

4 80

3 90

3 80

449± 025

438± 024

3 40

350

260

2 60

2 98

2 98

3 20

2 50

1 80

1 70

238

221

1 77

1 77

1 30

1 26

151■ 015

149± 016

1598

16 10

1092

9 88

13 38

12 98

i試 料 10 5 20 464± 023 2 99 2 50 226 131 155± 013

試 41H 19 460± 022 2 70 233 1 74 1 36 154± 012 1764 1232



未熟の粒である。試料 7,100粒中の 1粒 にすぎない。実態では,おそらくもっと少い(0.05%)

混合割合を呈するものと推察されるから,混合しているかどうかもわからぬ程度のものであろ

う。変異幅の大きい粒長でも,そ の大半約70%は ,4.25 mm～ 4.63mmの間にある。試料 1の 粒

長平均値 9.5%,信 頼限度4.45mm≦ M≦ 4.63 mmに 対 し,試料 2の それは,4.51 mm≦ M≦ 4.63

mmで あり,こ の両試料は極めて相互に近縁であることを示している。同様に,試料 7の 4.25 mm

≦M≦ 4.37 mmで ある点は, さきに長粒稲の混在していたことと合わせ考えると,少なくとも粒

長に関しては,前二者とは異なる粒群に属するように考えられる。

粒形の指標である長幅指数の平均値について,試料 2の95%,信頼限度の1.56≦ M≦ 1.60に

対し,試料 2に属する粒群にあっては,1.54≦ M≦ 1.58,試料 7のそれは,1.51≦ M≦ 1.57で

ある。試料 1な らびに試料 7は ,そ れぞれ試料 2の粒に近似しているが,試料 1と 試料 7の関

係はいささか縁遠いことを示している。このことは,表-6の粒長の組成を示す累積度数によ

く表現されている。

本遺跡出土の粒群の粒形にもっとも近似しているものに,加美郡中新田町城生遺跡の倉庫跡

出土の炭化米粒群がある(注 1)。 8世紀後半から9世紀の初めにかけて,関東・北陸地域から

糧穀を陸奥鎮所へ送った記載が続紀に散見され,ま た多賀城跡からは,運米の本簡が発見され

ているが,そ れらの記載と本遺跡出土の米群とはどういう関連をもつものであろう。

〔アヮ様穎果〕

別表-9に 掲げたように,粒長 2.00mm～ 1.30mm,平均 1.65mm,粒幅 1.80mm～ 1.20mm,平均

1.51 mmで ,永松土巳博士が計浪1さ れた福岡・立岩追跡出上のアワ22粒 (注 2)の粒長平均 1.66mm

よりは短 く,粒幅において,かの平均 1.39 mmよ りもこの方が長いが,全部焼けていること,先

端および胚脱落痕が明らかでないなど,特徴がつかみにくいことから,ア ワと断定することを

さし控えた。

〔マコモ〕

別表-10参照。全粒焼けて炭化 している。80粒程であるが, 1号住居跡の床面から捨い集め

られたものとのことである。床敷の資料の可能性もあるが,食物として貯蔵されたものとすれ

ば,米,ア ワ,マ コモなどの出土は,そ の当時の生活を理解する上で,ま ことに示唆にとむ資

料といえよう。

注 1 佐藤敏也 1979年 「城生違跡出土の焼米」『中新田町文化財調査報告書』第 2集

注 2 永松土巳 1977年 「植物遺物」『立岩遺跡』
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表 8-1 試料 1計測表
※即 =図版 単位mm, コンマ 3位以 下切拾て

表 7-1 米粒の糧形と大きさ

淋ヾ 1極 小
omm   12

1  州ヽ
00 mln   l

中

蜘

長

　

粒

試料1 1
No78

１

７

　

１０

翻
削
　
削

短

粒

１

１

５２

２

８

ｉ

＆
■
陥
Ｚ
７
１０

削
翻
　
期
削
部

３
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２

２

１

１

陥
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９

削
　
削
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1
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講トキ1
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１
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９

離

翻

陥

期

釧

翻

６
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５０
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‐２

５

２

５

８

ユ

陥

２

７

９

１０

Ｈ

削
湘
　
期
那
釧
翻
翻

講‖8 1
試料1 2
No 4

１

７０陥

料試 ３

‐２

７

２‐

３

１

８

１

２

７

９

■

翻
融
釧
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胡
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８２

４３

４８
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村

８

Ｈ

８

１

３

９３

２

７

９

１０

Ｈ

翻

削

陥

陥

翻

釧

翻

削

胡

試料8 1
試料1 6
1No5,6

試料2 3
試料10 3

円

粒

１

１

９３

３

５

６９

３

駐
」
Ｍ
れ
疵
陥
批

削
削
　
削
翻
　
謝

６

５

５

朽

５６

‐０

‐

‐

陥

８

１

２

７

　

９

１０

Ｈ

削
釧
翻
潮
　
削
謝
削

９

１１

料

料

試

試

注 :ゴ ジック

浪 粒長 粒幅 粒厚
粒長/
粒幅
粒長X
粒幅 備 考考

※ ] 310 1736
2 530 310 1643
※ 3 300 1590
※ 4 310 67 1612 厚 さへ峰けぶ 〈れ
510 320 1632

6 54 1683 厚さへ焼けぶくれ
7 210 1428
8 505 15

9 15

10 10 1

11 505 1464
※12 170 1313
13 500 1650
14 31 15,50

15 500 1600
320 1600

17 1525
I 210 1550 監割れあり

220 15 1Xl

1550
21 1600 船部ド端外方へ焼け本くれ

1500

l 1550

1525

1250 未熟粒
1450

27 1525

320 1584 竪宮」れ

1568 腹部焼けぶくれ
1470

310 1519

320 568
RA 290 1421

34 300 1470

800 1470

490 300 1470 竪lII割
490 300 210 1470
480 1488

※39 480 220 1584
4 80 320 1536
480 1586

',さ

の方向ヽ焼Iお tく れ

480 315 12

480 330 210 1584
480 310 210 1488 〕同宮〕れ
480 290 210 1392
4 80 1488
4 80 310 220 1488
275 ▲

Ｑ 1320 Ⅲ】さの方向へ焼け本くれ
275 10 1320
290 200 1392

※51 275 74 1320 ‖ケ胴官‖れ
320 151J4

470 10 5] 1457
470 810 51 145〒

310 5〕 1457
310 200 51 1457

470
4 70

310 卿
一刑

51 晰
一‐４５51 焼け く

Ⅳ
か 51 1457

51 1457

300 56 1410

1410

470

表 7-2 米粒の粒形と大きさ

藻 長 粒

短 粒

円 粒 合 計
中 /1ヽ 極 小 月ヽ 計

献料 8
2 I

試料 1
9 14 185

95 85

6

試料 2
3 1 94

9216

試 料 7
20

2000

試 料 9
17 26

6500
14

3500

試料 10
3 14

8750

試料 ll
16 17

8947

全  粒 17

321
345

65 09

106

20 00

注 i li欄は計測実数,下欄は各I蒋卜1毎の出土粒の相対比率



300 1320

1820

800 1320

けぶくれ

00 lZ 76

〕 4 40 5 1276 焼けぶくれ

4 40 10 5 1276

5 1276

141 5 1276

1232

※143 1232

144

145

88

※149

440
※152 4 40

焼けなくれ

435
435 3

485 61

55

焼けぶくれ

04

けぶくれ

430 320
430 3 00 I

8 00 43 1290

290 H47
1082

240 1232

290 焼けぶくれ

420 1176 れ

1018

170 1150 焼けぶくれ

200 1134

1034

200 75 1008

420 200 1008

420 1050

420
2 80 220 1262 焼けぶくれ

l Rl 290 2.30
410 230
410 300 焼けて変形

410 270
410
410 210 11

410 1007

410 1025

410 250 1025

190 1120 焼けて変形

240 170
260 170 1040

※193 1] すぶくれ

‐匡匡
」
と 序

|

ヒ

艦顎合 H 88555 39410

平 サ 458 1337

470 200 1410

210 1410

Z10 1410

210 1410

210 1410 焼けぶくれ

1410

禾 翼

220 】同g」れ

270 厚さへ焼けぶくれ

77 45 焼けぶくれ

470
※78 470 81 未熟ty‐

465 I 41

80

465 310 41 厚さへ焼けぶくれ

※82 460 310
460 310 Ｗ

ハ

460 1380

460 300 2 00 1380

460
460 3 00 200 1380

460 200 1380

460 200 1380

460 300 210 1380

91 460 3.00 さへ婦けぶくれ

460 1334

※98

1288 280,30
210 1288

未熟粒

97

※98

460
460

焼けぶくれ

455

51

れ

108 45

焼けぶくれ

45

1 45

450 45

450 45

450 I

450
450 1350 焼けぶくれ

450 1350

450
Ｏ。

ぃ 1350

450 300 1350

450 280 1260

450 280 1260

450 200
1 90 胚

=卜

ljtけ ぶくれ

270 1215

1395

200 1335

210 1290

1864

1364

4 40 210 1

1464

1420 ぶくれ



表 8-2 試米斗2言十波」表

No
粒長 粒幅 粒厚

長

幅

粒

粒

長

幅

粒

粒 備 考

1 1560

2 1560 厚さの方向へ焼けボく
'1

3 270 1877

4 1530
5 300 15 15

6 1515
7 1600

200 1550

9 200 1500
10 n ∩∩ 210 1500

11 210 厚さの方向へ焼けぶくれ

12 210 1500
13 2.00 1500

200 1485

15 220 1617

16 210 1519

17

220 1519

19 220 1470

200 1421

490 210 1470

490 160 I 1323 木邦f_
Z20 1440

210 1584

480 210 1536

210 1344 〕Π焼けぶくれ

220 1440

4 80 200 1392 厚さの方向へ焼
'本
くれ

4 70 I 1457

470 200 I 1457

470 200 1410

470 220 1410

470 1363

470 200 1316

1488 厚さの方向イ嘘 けボくれ

45 1488

200 1209

14 26310
1380 焼けぶくれ

200 1380

170 1380

310 200 48 1426

1426

310 200 1426

310 170 1426

310 210 1426

3.00 1380

19 1380

51 290 200 一剤 1334
七けぶくれ55 200 1365

55 300 51 1365

55 280
250
210 162

1 82

1274

1137 未熟粒
５５

一
５６

170
4

剛莉印

1305

13 50

13 50

4 馴
一剛
一剛

1

50 けぶくれ
５９

一
６〇

一
６‐

蜘
一蜘
一４５０

1350

200
2 20
莉
一司
一司
一Ⅷ

1260

1350

13 50

12 60

12 60

６２

一
６３

一
６４

蠅
一蠅
一蜘

300
2 80

2 80

200
2 00

270 1215 未熟li
1335

1335

210 1223

1188 焼けぶくれ

1320

1320

290 1276

440 1232 焼けぶくれ
440 1232

4 40 157 1232
4 40 l188

4 40 1l llll

440 1056

435 1218

435 1305

435 1087

480 1290 すぶくれ
一
４８ 1247

1376

430 1376

430 1333

1290

88 1333

31 胴部雄けぶくれ

1218

91 40 1260 B夏部焼けぶくれ

1176

300 1260

280 H48
2 70 51 1107 すぶくれ

1053 厚さへ娩けぶくれ

97 42 1120

1080 雌けぶくれ

290 37 1160

llXl 170 1080

1092

870 270
計 46580

平 均 1386

表 8-3 試米半8言十測表

盤
削
一卿
一馴
一剛
一

子ボくれ

L廼 11449
15411448

2201 151
万雨 而
2201 15]



※21 240 さえ瞬けぶくれ

320 200
280 厚さへ焼けぶくれ

一
２５

260
70 320 150拗

470 270
470 270
465 280 130を

1 275 137
300 ‐３

一

‖ケ部4tFけぶくれ

455 250 113
455 11]

210 135 厚さへ焼けぶくれ
450 250 1125

200 1125

210 1246 榎部焼けぶくれ

220 1879

445 Z80 すぶくれ

1364

200 1232

440 270 200 1188

270 200 1188
４５

一
４６

430
4 30

1331
2 2∩

Z Zυ

220
洲
一朗

1290

9 46

けぶくれ

425 ］
Ｄ 220 1275 ぶ

425 220 1360
９

一
〇 暢
一靱
馴
一剛 如」Ⅷ

Ｍ一脚
さへ焼けぶくれ

51 420 210 1260
２〇

一
２０

■

一生

悧
一篇
別
一�

1260

未熟粒

帝

一Ｄ 脚一瑠415 200 1037

※56 410 220 1230

410 200 1066

220 1230

410 205 1107
６〇

一
６‐

一
６２

三 ４‐０一硼
一４００

270
3 00 １０

０
ム

歩
７

51

33

33

1107

12 00

12 00

焼けぶくれ
６３

一
６４

一
６５

一
６６

一
６７

400
390
3 90

3 80

240

210
2 00

1 90

2 00

翌
一迎
一湿
一湘
一２３

1120

10 53

9 36

10 26

11 10

1036

※69

※70

71

72

73

74

73

76

剛
一剛
一蝸
一蜘
一卸
一輌
一４５〇
一軸

馴一冽一削一邪一別一附一卿コ“

２０〇
一剛
一２‐０
一剛
一刑
一期
一２０〇
一剛

３８
一劇
一５３
一刑

一朗
一れ
一５５
一削

圏一７７〇一Ｍ一‐２９２一剛一脚一‐３０５一聰 焼日本くれ

l196 腹部焼けぶくれ

1305 腹を5焼けぶくれ

200

Z10

哄
氏
工
伯 220

31 76
」
２

1276

440 205 276

440 220
440
440 1056

400
430 333
430
430 47

430
430 47

430 焼けぶくれ

430 1118

430 220 1075 焼けぶくれ

430
430 18

435
220

420
54 420

．３５

420
410

57 400
400
400 ０〇

一

390 936
380 250 157

計 26740 15 12495

平 均 445 1281

表 8-4 試料 7計測表
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400 1240

400 1200

460 1380

4 45 H79
4 40 1320

430 1376

430 43 1290

420 270 2 0 1134

410 2 0 1230 婦けぶ くれ

280 1148

4 00

100 1988

合 計 43090 28125 205,30 9-

平 均 1208

460 210
430 230 1419

計 〕980 5970 4750

平 均 449 237 1338

表 8-5 試米半9計測表 (佐 木々計淑1)

lNo
粒長 粒幅 粒厚

長

幅

粒

粒

長

幅

粒

粒 備 考

1 320 1312

2 300 210 1440

8 1 70 1148

4 147Z

5 Z 20 988
6 230 13滲 0

7 420 270 200 1134

8 340 200 1564

9 220 1050

I 2 00 1610

】 1419

12 240 1170

13 220 1376

14 210 1260

15 210 77

240 71

17 310
220 364
250
210

合 計 8750 5950 4410
半 均 437 220 1297

表 8-7 試料 10計沢1ヨ受 (佐 木々計測)

No 粒長 粒幅 粒厚
粒長/
粒幅
粒長X
粒幅

備 考

1 2 40 Z lυ 1056

300 1850

4 330 1617

5 290 1276

6 320 1472

7 320 2016

300 1950

3 20 1824

10 290
[1 290 1392

12 2.30 12

320 1344

14 290 1305

| 3 40 I 1666

3 00 380
17 1440

18 1350

19 300 1350

310 1426

合 計 7430 4790 3440
平 均

注)| I N07～ 10を除いた16粒の合計及び平均を出したものです。

表8-6 試*斗 9計沢」表 (佐 木々計測)
No 粒長 粒幅 粒厚

粒長/
粒幅
粒長×
粒幅

備 考

1 450
440
4 80 270 53

4 460
5 410
6 430 320 37 焼けぶくれ
7 460 320 47

8 440 4

9 450 6

450 1

440 5

480 220 24

490 240
430 270 230 6

470 59

4 00 2 90

450 ユ 30

460 310 42

表 8-8 試料11計測表 確 木々計測)

No
粒長 粒幅 粒厚

粒長/
粒幅
粒長X
粒幅

備 考

ユ 490
2 1488

3 250 1426

4 230 1472

15 230 1739 焼けぶくれ

6 230 1392

Z 80 1260

9 210 1551

10 270 200 1269

11 240 1333

12 210 1296

13 189
300 14器

250 1350

210 1232

17 200 1440

230 1380

2 40 1232

220 1269

計 8740 44 20

平 均 1380

注)| I N05を 除く19粒の合計及び平均を出したものです。



表9 アワ様頼果の計測表
酌 紅  長 種  隠 粗 厚 係

―
 策

螂 平髪
翻士 d 班士§ 確土む

独‐子+ん
"1,的と0.1枷匝 1.51面と0.W� 1,18mm■i10歳

1-,7嚇 1.41M illll

1.511

180 1_511 l10

1.60 40

1.50 1.160 .20

1,70 1.511 紀厚Z:l lC

7 2.00 1,70 120

1.60 3tl

1.附 10

1.80

.60

ヒ熱 30 00

13 1:制 50 .30

1.90 .50 120

.40 l10

10

1.90 _50

1.40 150

1.80 .511

20 i∞

合  計
33Ⅲ 19
M・ 1儡 m

30.lo

M・ l mtti師 M
. 611

.08Th

表10炭化マコモの計測1表
N6 粒  長 粒  幅 粒  厚 備  考

10粒平均
妨±4 れと、 加士 s

力=″ 十ん盟
4.弱画士〕籠焔 145m■ i14疵 ll17mO■ tu

1 41飾 51M 1.00

2 4=20 50 130
3 .4.10

.511

20 1.00

4.511 l.llll 緩 7:1.10
100

7 4.00

3 480 .20

9 ■60 .60

ilk `働 1.20

合  計
q uAnm

M i4.25而 枷函
‐４

Ｍ

10.76n
M'l n7mm

35



Ⅸ。ま と め

1.今回の発掘調査によって検出された遺構としては,竪穴住居跡 3棟,掘立柱建物跡 1棟 ,

小竪穴遺構 2基,そ れに多数のピットがあげられる。

2.今回の発掘調査によって検出された各遺構は緩斜面に位置し,そ のあり方から遺跡はさら

に周囲にのびることが推定される。

3.小竪穴遺構を除く各遺構からは,多数の土師器,須恵器,鉄器,鉄滓,炭化植物遺体が出

土した。

4.小竪穴遺構を除く各遺構,及び各グリッドから出土した土師器はその製作技法,器形の点

でほとんど差違が認められない。即ち,土師器
'不

においては底部にはロクロによる回転糸切り

技法が用いられ,内面にはミガキを施 した後,黒色処理が施されているものが大部分である。

このような特徴を持つ土器は,表杉ノ入式(注 1)に比定される。このことから,今回の調査で

検出された遺構の大部分(第 1号小竪穴遺構,第 2号小竪穴遺構は除く)1よ表杉ノ入式期,平安

時代に属するものと考えられる。

5,出土した植物遺存体にはコメ,ム ギ,ヒ エ,マクワウリ,シ ソ(?),ア ズキ(緑豆も含む),

アサ等の栽培植物,ク リ, トチノキ,ナ ラ属,マコモ等の採集植物が確認された。このことに

よって,本地域の平安時代における植物遺体等の研究にとって貴重な資料が得られた。

6.今回の発掘調査地点と,前回の第 1次発掘調査地点(注 2)は小谷をはさんで約 200mの距

離にある。両調査によって検出された遺構は出土した遺物等から,ほぼ同じ時代のものと考え

られる。なお,本遺跡からは表採資料であるが,平安時代よりも古い時代の遺物も発見されて

いる(注 3)。 このことから本遺跡は長期にわたって営なまれた遺跡と考えられる。

注 1 加藤孝 1954年「塩釜市表杉ノ入貝塚の研究」『宮城学院女子大学研究論文集』V

注 2 瀬峰町教育委員会 1977年 「がんげつ遺跡」『瀬峰町文化財調査報告書』第 1集

注 3 注 2に 同じ。



発掘前の状況

グリッドの設定

発掘後の状況
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